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関係者の声（ヒアリングから） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１－１．阿蘇山上の現状の共有 

 

９．駐車料金がネックとなり
敬遠されているのでは？ 
 

１５．口蹄疫対策は分かる
が、草千里の元の姿を取り
戻したい 
 

４．既存のおみやげ物など品揃えに工夫が欲しい 
 

１．復興のための資金のめどが立たないと動き
にくいので、現状ではメドが立たない 

５．ついでではなく、目的地として認知さ
れるように努力する必要を感じている 
 

１１．Wifi やクレジットカード決済など、 
外国人旅行者のニーズに応えきれていない 

１９．現在は休業しているが、復
興後に従業員が帰ってきてくれる
か不安 

１０．外国人対応の勉強会などを
共同で開けないか 
 

２．国立公園満喫プロジェクトに選ばれている
ので、従来の規制を取っ払って考えてほしい 

１６．昔はたこ揚げ大会とかやっ
ていたので、地元住民も山上に登
る機会があったが、今は登ったこ
とが無い高校生がいるらしい 
 

６．レンタカーの利用が増
えており、凍結による事故
なども増えている 
 

２０．山上だけの問題ではないので、内牧の人と
も話したい 
２１．阿蘇全体のビジョンが欲しい 

３２．電動アシスト自転車の貸出
もやってみたが、車との接触が危
険で浸透しなかった。 
 

１２．草千里から幌馬車を運行してはどうか？ 
 １３．シャトルバスを運行してはどうか？ 

 

１７．草千里をぐるりと回ると、阿蘇の地形
的なみどころを一通り説明することができ、
烏帽子岳の周囲にコースを整備したい 
 

１８．昨年復活した草千里の野焼きは良かった 
 

３３．最近はサイクリストが
増えてきたが、かなりスピー
ドが出るので危険性も高い 
 

草千里エリア 

古坊中エリア 

１４．乗馬体験は昔は修学旅
行生だったが、今は海外から
のお客さんも増えている 
 

８．草千里をもっと有効活用
し、滞在時間を延ばしたい 

７．草千里から先は車の
乗り入れをやめては？ 
 

２４．杵島岳山頂は火口を望む  
ベストなビューポイントだから、 
早く登れるようにしてほしい 
 

３．この場所で 50 年以上経営しているが、創業以来最大の危機を迎えている 

２２．地元産の野菜など使って地産地消の料
理を提供してほしいが、農家と観光関係者の
接点がない 
２３．観光関係者が中心となって計画を立て
てくれば協力できるのだが、今は呼びかけも
ない 
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４０．火山規制が厳しく、経営の見通しが立たない 

４４．修学旅行生を呼びたいが、安全が
確保できないと他観光地との競争に負け
る 
 

３５．ジオパークの知名度を活かし切れていない 
 
３６．夜の阿蘇山上をもっと活用できないか？ 
 
３７．阿蘇には火山・地震・水害すべての経験がある。
これは阿蘇ブランドのすばらしさを逆説的に証明して
くれる。なぜなら、それでも人が住み続けているのだか
ら。それは災害と暮らす日本の縮図だ 
 

４１．お客さんに来てもらうためには、安心安全
な観光地となるよりほかない 

２９．ヘリによる火口遊覧は近年需要
が急激に伸びていた 

４５．今回の噴火を見ると、退避壕に
逃げるだけでは不安なので、地下トン
ネルで逃げられないか 
 

３１．独立した観光案内所が欲しい 
 

３４．火口付近は噴石が飛ぶので、草千里の滞
在時間を伸ばす工夫をするのがよいのではない
か？ 
 

３９．活火山に年間 100 万人来ているという事実は、他の自
然公園にはない危険性があることを改めて認識しないといけ
ない 

４２．阿蘇神社の修復が先なので、山上神社についてはすぐには手を付けられない 

４３．神仏習合の歴史を伝えたい 

３０．山上の歴史をもっとわかりやすく伝えたい 

４６．阿蘇山上の復興は、熊本地震からの復興の目玉プ
ロジェクトだが、これまでは関係者が集まって話をする
場が無かった。復興ビジョンを書くだけではなく、その
場を継続していってほしい 
 

３８．もっと大分側からの誘客にも力を入れたら
よいのでは？ 

 

火口エリア 

２５．海外からのお客さんは、阿蘇駅か
ら歩いて登る人も多い 
 
２６．古い登山道を復活させてはどうか 
 
２７．外国人は自己責任の概念が強いの
で立入禁止が効かない 
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地震による大規模かつ深刻な阿蘇山上の観光資源への被害を受け、以下のような提言や復

興のための計画が公表されています。 

最も広範囲に対して提言しているのは熊本県による熊本観光復興会議のものです。次に、

阿蘇くじゅう国立公園の国立公園満喫プロジェクト（環境省）、阿蘇くじゅう国立公園ステッ

プアッププロジェクト 2020（環境省）では世界水準を確保できる上質化を目指しています。

特に阿蘇における観光復興の在り方についての提言をまとめた「阿蘇」みらい創造懇談会提

言があります。また、阿蘇山上の民間関係者９社で構成されたグループによる復興計画があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１－２．阿蘇山上復興に関する提言や計画一覧 

③阿蘇全体に関すること 

②阿蘇くじゅう国立公園に関すること 

①熊本県全体の観光復興に関すること 

■国立公園満喫プロジェクト 

（ステップアッププログラム 2020） 
 
・世界水準のナショナルパークを目指し、インバウンド
の獲得に向けて国立公園を活用するプロジェクト 

■熊本地震からの観光の創造的な復興の実現に向けて ～熊本観光復興会議～ 

１．地域の多様な主体が連携することで、金融機関や各種ファンドからの支援を引き出せるよう
な新たなビジネスを生み出し、新たな雇用や地方創生につなげる 

２．B to C へのシフトでホテルから街への外出を促し、消費拡大を促す 

３．食をテーマにした地域資源の再構築による攻めの観光の実現 

４．熊本城、阿蘇観光の再生に向けたストーリーづくり 

  

■国立公園「阿蘇」みらい創造懇談会提言 

１）人々の営みに支えられた阿蘇の景観と生物多様性を次
世代へ 

 
２）熊本の阿蘇から、九州の阿蘇へ 
 
３）災害を記録し、変化の記録を継続する 災害の記録を

展示し、後世に活かす 
 
４）震災に学び、地域社会とともに災害への対応力の高い

地域復興モデルをつくる 
 
５）農畜産業と観光が支え合い、地域経済の好循環を生み

出す 
 
６）阿蘇の観光スタイルの多様化に対応する 
 
７）世界への情報発信、外国人の受け入れ体制を整備 
 
８）次世代を育て、次世代に引き継ぐ 
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④阿蘇山上に関すること 

・兼業農家が観光の担い手として参加 

・世界的に有名な観光地と競争できる大胆な戦略 

・世界中からの投資による観光成長、ITの活用によるグローバルな展開 

・阿蘇らしい景観の保全   など 

・阿蘇を象徴するビューポイントの上質化 
 
・草千里ケ浜・中岳火口／行政機関や地元民間事業者等をメンバーとする会議を設置し、
中核的なビューポイントである草千里ケ浜等の施設改善に向けた検討を行う 

 
・火山博物館の活性化 ・ビジターセンターの整備 ・夜間アクティビティ（天文台等）
の整備 ・ドローンによる火口映像の放映 ・ロープウェー乗り場等の改修  

・退避壕やトイレの更新    などを検討 

■阿蘇山上・草千里観光推進復興グループによる復興計画 

 

・阿蘇山上一体を「阿蘇山上ビレッジ」と名付け、その中に
「火口エリア」「草千里エリア」「古坊中エリア」の３つゾ
ーンを設定し、それぞれの地区の特長を生かした復興を目
指す 

 
・火口エリアはロープウェーによって結ばれ、火口を中心と
した自然体験や、黒牛などの素材を活かした食の体験、山
岳宗教などを体感 

 
・草千里エリアは無料シャトルバスで結ばれ、草原の自然を
学べるほか、乗馬体験もできる。地産地消による独自メニ
ューの開発を行う。火山博物館の調査研究機能を強化し、
外国人にもわかりやすい有用な情報を発信していく 

 
・古坊中の阿蘇山上神社、西巌殿寺の歴史を体感できるよう
整備する 
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本委員会では、今年度中に３回の会議を開催しました。その中でより上質な観光地

としての阿蘇山上の将来像を描いていきました。 

１回目では、阿蘇山上の現状と復興に関する動きについて共有し、 

２回目では阿蘇山上の観光体験を上質なものとし、観光客の滞在時間を伸ばしてい

くために取り組むべきアイディアをハード面、ソフト面から検討しました。 

３回目では、それらの検討を受けて行う取組の工程表を検討しました。具体的には

国道５７号の完全復旧までの時間（現時点では今後４年間程度）の工程表とし、行政

や民間の関係者の役割分担まで整理をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１－３．阿蘇山上復興ビジョン策定の流れ 

現状の共有 取組課題の整理

 

１．阿蘇山上の現状 

（関係者ヒアリングより） 

 
２．復興に関する提言・計
画 

 
①熊本観光全体に関する
こと 

（熊本観光復興会議） 
②阿蘇くじゅう国立公園
に関すること 

（国立公園満喫プロジェ
クト・ステップアッププ
ロジェクト 2020） 

③阿蘇全体に関すること 
（国立公園「阿蘇」みらい
創造懇談会提言） 

④阿蘇山上に関すること 
（阿蘇山上・草千里観光推
進復興グループによる
復興計画） 

 
A ハード面の対応 
 
（例） 
・トイレの洋式化 
・退避壕の整理による安全
確保 

・新規ルート整備による避
難経路の確保 
 

など 

 
 
■課題の設定 
 
山上での滞在時間を

より豊かで上質なもの
とするために、どのよ
うな提案や仕掛けが必
要となるか？ 

 
そのために何か不足

しているものはない
か？ 
既存のものの改善で

できることがあるか？ 
外部の人からどのよ

うな助けが欲しいか？ 

 
B ソフト面の対応 
 
（例） 
・外国人対応（案内パンフ
レット、カード決済の完
備など） 

・安全を伝える情報発信 
・阿蘇山上らしい食事メニ
ューの開発 

 
など 
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工程表の作成

 
 
■想定される取り組み 
 
・情報発信力の向上 
・外国人対応の充実 
・阿蘇らしい景観の
保全と育成 

・復興の目玉となる
重点プロジェクト 

・主要な交通拠点と
阿蘇山上における
交通網の検討 

 
       など 

 
 
■想定される課題 
・ 
・ 
・ 
・ 

 
C 工程表の検討 
 
・国道５７号の復旧による、本
格的な観光需要の高まりに
備えて、各種の準備を進める 

 
・平成 29 年～32 年までの期間
を想定する。平成 32 年には
国立公園満喫プロジェクト
の目標年度であり、東京オリ
ンピックが開催される 

 
D 役割分担の確認 
 
・限られた時間を有効に使い、
全面復旧に照準を合わせて、
各主体が行動し、目指すべき
姿に近づいていくよう役割
分担し、全関係者がそれぞれ
に何をなすべきかを明確に
する。 
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第２章 阿蘇山上復興のための課題整理 

２－１．阿蘇山上の課題の設定    10 

２－２．阿蘇山上復興に関するソフト・ハードの  12 

アイディア(例) 

２－３．阿蘇山上の来訪者像の変化    14 

 

  



10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２－１．阿蘇山上の課題の設定 

目標 

 

課題１ 

 

課題２ 

 

課題３ 
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・退避壕、避難トンネル
の検討 

・新規避難ルートの確保 

・米塚園地の活用 

・警戒情報伝達の強化 

・団体客用の避難所 

・避難誘導の役割分担の
点検 

・マスコミとの連携（過
大な風評被害を防ぐ） 

・熊本県警による初動対
応との連携 

・非常時に活用できる基
金の創出 

・火山博物館のリニュー
アル 

・魅力的な眺望の開発、
休憩所等の整備 

・馬車による草千里～火
口までの新規遊覧ル
ートの創設 

・旧道の復活 

・案内所の設置 

・プロガイドの養成 

 

・外国語スタッフの配置 

・外国人対応の社員研修
会 

・パークアンドライドの
検討 

・プロガイドの養成 

・滞在時間を伸ばすため
のコンテンツの創出 

・ジオパーク展示の充実 

・山上観光施設のリニュ
ーアル、デザインの更
新 

・景観保全のためのボラ
ンティアセンターの
設置 

・ミヤマキリシマの再生 

・協議会の設置による協
力体制の堅持 

・地元高校生との交流に
よる地元客の誘致 

・阿蘇産品の積極的なビ
ジネス展開 

・景観維持のためのルー
ルづくり 

・ボランティア活動の充
実 

・阿蘇山上 HP の開設 

 

ハードの対応（案） ソフトの対応（案） 

①緊急時対応の強化／観光客の安全確保 

（人数把握の仕組み、退避壕の整備、下山ルー
トの確保 など） 

④レベル３以上となった場合の復興策／ダメ
ージの抑制（業務休止への備え、草千里での
対応、風評被害への対応 など） 

②非常時への備え／山上関係事業者のバック
アップ 

（基金の創設、従業員雇用の維持 など） 

①外国人対応／インバウンドの受け入れ充実 

（アクセス、食事、買い物などの外国人客満足
度向上 など） 

②環境先進地への取り組み／自然と共存する
先進的な観光地化 

（排気ガス対策、環境保全 など） 

③阿蘇ジオパークの拠点強化／ラグジュアリー
感の演出、アクティビティの創出（世界ジオパ

ークとの連携、ジオサイトの整備、情報発信 など） 

④新たな観光インフラの整備／滞在時間の伸
張 

（散策路、宿泊機能の追加 など） 

③平常時の備え／危機管理体制の充実 

（避難訓練、安全対策の発信、職域防災防犯協
会の強化など） 

①地元食材、職人による阿蘇の文化の紹介 

（地元農家と山上レストラン群の協働 など） 

②協力体制の強化 

（(仮)山上協議会の設立 など） 

③若手育成／教育分野との連携 

（県下高校との連携、修学旅行の誘致 など） 

④宣伝・プロモーション／情報発信の強化 

（統一サイトの開設、阿蘇らしい景観づくり 
など） 

⑤満喫プロジェクト等との連携／国や県、民間
プロジェクトとの連携（持続可能な維持管理
システムの在り方、など） 
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２－２．阿蘇山上復興に関するソフト・ハードのアイディア(例) 

 

眺望点の整備 

登山ルートの整備 

眺望点の整備 

眺望点の整備 

案内所の整備 

馬車道の整備 

ミヤマキリシマの再生 

新規ルートの整備 

眺望点の整備 

ミヤマキリシマの再生 

ミヤマキリシマの再生 
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マウントカー道路の復活 

仙酔峡 

阿蘇山東駅 

退避壕の整備 



14 

 

 

阿蘇山上は昭和 30 年代に入ると、当時の経済成長を背景に急速に観光開発が進み

ました。それは、全国各地から訪れる修学旅行などの大量の観光客をもてなすための

施設でした。それらは客単価が低くても、収益を生み出すことが出来ていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２－３．阿蘇山上の来訪者像の変化 

 

・阿蘇登山有料道路（昭 33） 

・ 

・ ・レストラン・土産物店開業 

・ 

・ロープウェー（昭 34） 

・ 

・退避壕（昭 34） 

・ 

・ 

・この領域は手薄だった？ 

客単価 

低い 

たくさんの団体客を受け入れた 

団体客が増加・・・ 

昭和３０年代 ・高度経済成長・ ・レジャーブーム・ ・第二次ベビーブーム・ 

大勢の団体客 

・マウントカー（昭 40） 

・ 

お客さんが多様化・・・ 

１．昭和時代 （約 100万人※） 

※昭和 44 年の阿蘇町の年間宿泊客数 
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一方で、観光客のありようも変化していきます。近年では、団体旅行客の減少やイ

ンバウンドの増大など、客側のニーズもより上質なもの、客単価の高いものも望む傾

向が生じています。そのような中、様々な事情から昭和時代に建設された観光施設の

中には、客のニーズを失い廃業したものもあります。また、阿蘇地域のユネスコ世界

ジオパークへの登録など、阿蘇山上が具有する世界的なレベルの資質についての視線

を感じるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

３．地震以降  

（目標 約 300 万人） 

・地域色豊かな
レストラン 

・ ・トレッキング
コース 

・阿蘇火山博物館（昭 57） 

）） 

・ 

・山上宿泊施設 

・ 

・世界ジオパーク（平成 26） 

・阿蘇いこいの村（昭 59） 

）） 

・ 

・ヘリコプター遊覧（平成） 

）） 

・ インバウンドが増加

た 

平成２８年４月 復興後 ・バブル経済・ 

・平成 28年熊本地震・10月噴火・ 

阿蘇への期待が高まる 

・平成 32年東京オリンピック 

・乗馬体験の会社組織化（平成） 

）） 

・ 

 

仮に、熊本地震直前の阿蘇山上の姿を上記のような
三角形で示してみます。 

その内部は、4 層に積層しているとします。ベース

には昭和時代より続く団体旅行客の受け入れがあ

ります。この層の客単価が最も低いと仮定すると、

次に客単価が高いものを個人客とします。これら

を、例えば国産車で例えてみると、大衆車、上位車

としてみます。 

さらに、客単価の高い（高額の消費をするお客さん）

も現れていました。富裕層と呼ばれたり、インバウ

ンドと呼ばれたりします。そして、これらお客さん

を満足させることはテーマでしたが、具体的なサー

ビスはあまりありませんでした。 

２．平成時代（地震前まで） 約 200万人 

低い 

・阿蘇山スキー場（昭和 44） 

・ 

・坊中キャンプ場、阿蘇くま牧場（昭和 48） 

・ 
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第３章 阿蘇山上復興の具体化イメージ 

 

３－１．阿蘇山上観光復興ビジョン具体化のイメージ   18 

３－２．阿蘇山上復興ビジョンの工程案   20 

３－３．阿蘇山上観光復興ビジョンの推進体制   24 

３－４．推進協議会に期待される検討の内容と   28 

検討スケジュール案 
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これまでの会議の中で、緊急かつ短期間に成果を上げるべき取組みの必要性や、長い時

間をかけながら地道に取り組むべき課題などが上げられました。それらは単独の取組みで

はなく、相互に影響しながら阿蘇山上の新しい姿への脱皮を実現していくものと考えられ

ます。以下に、その一連の流れのイメージを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３－１．阿蘇山上観光復興ビジョン具体化のイメージ 

 

第１期 短期的取組（2017.４～2020） 

阿蘇山上観光復興ビジョン 

阿蘇くじゅう国立公園満喫プロジェクト 

火山博物館１階

拠点化 

☆訪日観光客の受け入れ強化 
 

第１期 世界一安全に配慮された火口観光地を目指す 
 

阿蘇山上グループ補助金復興事業 

☆官民共同体制の構築 
 

山上事業者
の早期営業
再開 

キャッシュ
レス社会へ
の対応検討 

観光と農業
の連携加速
化 

語り部観光
／地震・噴
火被災の商
品化 

海外マーケ
ティング戦
略の立案／
アジア向け
EU向け等 

生産・体験
メニュー受
け入れ先の
開拓 

火口駅の設
計・費用等
の検討 

キーパーソ
ンや推進母
体の設立 

阿蘇山上の

安全確保と

関係者連携

の基礎づく

りを目指す 

（関連するプロジェクト） 
 

（リーディングプロジェクト） 
 

未活用資源
（米塚等）
の活用検討 

被災資源の
補修 

分かりやすく
安全な山上環
境の整備 
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第２期 中期的取組（2020～2023） 第３期 長期的取組（2023～） 

2020 
東京オリンピック 
 

火口駅 
安全拠点化改修 

新規施設開業 

（宿泊施設等） 

第２期 阿蘇山上に地域の力を結集する 
 

第３期 世界へ阿蘇を発信する 
 

自然と人類
の共生を体
感できる、世
界の阿蘇へ 

国道 57号 
JR豊肥線再開 

☆火口観光をキラーコンテン
ツとした集客力向上 

 

未活用資源
（米塚等）
の活用検討 

山上駐車場
システムの
検討 

阿蘇山上の

環境保全と

収益ビジネ

スの両立を

目指す 

地域内連携
ビジネスモ
デルの具体
化 

山上公的施設
経営の一元化
の検討 

体験プログ
ラムの充実 

体験メニュ
ーの販売と
運営組織の
確立 

平成27年噴火より
10年経過 

自然と人類

の営みの共

生を体感で

きる阿蘇山

上 の 環 境

が、持続的

に維持でき

ることを目

指す 
様々なプログ
ラムメニュー
の派生による
地域参画の増
加 

山上の環境保
全及び施設運
営のための財
源確保 

国内外から
の来訪者の
増加と満足
度の向上 

火口駅の設
計・費用等
の検討 
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検討課題ごとの工程表案を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 短期 

平成 29 年(2017) 平成 30 年(2018) 

平成 28 年熊本地震被災・同年噴火被災からの復興スケ

ジュール（見込み） 

・県道 111 号復旧 

（5 月） 

・草千里展望所（12 月） 

 

・山上給水施設（3 月） 

社会的インパクト ・日本ジオパーク再認

定審査 

・阿蘇くじゅう観光圏

完了 

 

・世界ジオパーク再認

定審査 

・ブランド観光地域認

定？ 

課題 1．活火山と共存する安全な阿蘇山上へ（阿蘇火山防災会議協議会との連携による安全対策） 

事業名（仮） 事業主体（案） 平成 29 年(2017) 平成 30 年(2018) 

1 退避壕・監視所再整備 国・県・市 調査・設計 施工 

２新規避難ルート確保 国・県・市  調査・立案 

３火山ガス対策の充実 国・県・市 予備調査 本調査 

４警戒情報伝達強化システム 国 現状調査 設計 

５未活用資源（米塚下園地等）活用 市・牧野組合   

６避難誘導の役割分担 関係者   

７発災時の初動対応連携検討 国・県・市 検討会立ち上げ  

8 マスコミとの連携（情報発信） 市・報道機関   

９非常時対応基金設立の検討 市   

課題２．世界水準の観光地への引き上げ（より洗練され深化した阿蘇山上の将来像の実現） 

事業名（仮） 事業主体（案） 平成 29 年(2017) 平成 30 年(2018) 

1 火山博物館リニューアル 博物館・環境省 ニーズ調査 ガイダンス施設等設計 

２休憩所や眺望点の新設 国・県  可能性調査 

３馬車による新規遊覧ルート整備 市・事業者 可能性調査 ルート整備調査 

４旧道（マウントカー道等）可能性 国・市・防災協 可能性調査 安全対策検討（東火口側） 

５観光案内所の設置 市・観光協会 比較検討 建築設計 

６プロガイドの養成 ガイド協会  養成講座立ち上げ 

７外国語対応（人員配置・研修） 関係者 ニーズ調査 実施 

8 山上駐車場システム検討 官民関係者   

９コンテンツ創出 事業者 ニーズ調査 企画検討 

３－３．阿蘇山上観光復興ビジョンの推進体制 
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短期 中期 長期 

平成 31 年(2019) 平成 32 年(2020) 平成 33 年(2021)以降 平成 39 年(2027)以降 

・市道仙酔峡線（3 月） ・立野トンネル開通？ 

・JR 豊肥本線復旧？ 

  

・ラグビーワールドカ

ップ 

・女子ハンドボール世

界選手権 

・東京オリンピック 

パラリンピック 

（8 月） 

 

 

  

 

平成 31 年(2019) 平成 32 年(2020) 平成 33 年(2021)～ 平成 39 年(2027) 

    

    

設計 施工   

施工    

ニーズ・シーズ調査    

    

    

検討会立ち上げ    

   検討会立ち上げ 

 

平成 31 年(2019) 平成 32 年(2020) 平成 33 年(2021)～ 平成 39 年(2027) 

施工    

設計 施工   

設計・施工    

道路設計・安全施設設計 施工   

施工    

※以降継続    

※以降継続    

 検討会立ち上げ 現状・ニーズ調査 可能性調査 

体制確立 実施 ※以降継続  
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課題３．みんなが何度も行きたくなる関係づくり（地元関係者のネットワーク強化） 

事業名（仮） 事業主体（案） 平成 29 年(2017) 平成 30 年(2018) 

1 ジオパーク展示の充実 博物館・ジオ協 ニーズ調査 展示物等設計 

２山上観光施設のリニューアル 事業者・市 ニーズ調査 デザイン検討 

３景観保全ボランティアセンター 市   

4 ミヤマキリシマ再生 有志団体 枯死状態調査 再生活動 

５協議会設立（協力体制構築） 官民協働体 設立・キックオフイベント ※以降継続 

６地元高校生による地元客誘致 県教委・関係者   

７阿蘇産品の積極的ビジネス展開 事業者・市  ニーズ調査 

8 景観維持のためのルールづくり 市   

９阿蘇山上ホームページ開設 事業者・市 開設準備・開設 ※以降運用 

１０阿蘇山上バス停の移設 九州産交 移設調整 移設 

３－２．阿蘇山上復興ビジョンの工程案（つづき） 
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平成 31 年(2019) 平成 32 年(2020) 平成 33 年(2021)～ 平成 39 年(2027) 

施工    

実施    

 ニーズ調査 設計 施工 

※以降継続    

    

 検討会立ち上げ 実証実験 以降継続 

試作品販売 事業化 ※以降継続  

現況調査 ルール策定 ※以降運用  
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１．推進協議会の検討課題 

 

阿蘇山上の観光復興のために取り組むべき課題には、スピーディーに対応し、短期

的に成果を挙げるために集中して検討が必要なものと、丁寧に合意形成を進めながら

焦らずに検討を進めていくものがあります。 

短期的（第１期）に検討すべきものとしては、その期間を 2020 年の東京オリンピ

ック開催や国立公園満喫プロジェクトの終了などのタイミングと考えると、訪日観光

客が増加することへの準備として整理することができます。その観点から、①安全確

保、②山上事業者の業務再開、③観光と農業の連携、④キャッシュレス社会への対応

などが上げられ、安全と観光事業の再建がテーマとなります（主に課題１と連動）。 

 

次の段階（第２期）として、2023年頃を節目にして火口観光をキラーコンテンツと

して集客力の更なる強化を目指すことを想定します。また、このタイミングで国道 57

号や JR 豊肥線の全線復旧が期待され、本格的に阿蘇への来訪が復活することへの備

えです。その観点から、①地震・噴火体験の商品化、被災資源の補修、②生産や体験

メニューの充実などの既存の観光資源を整備することに加えて、③未活用資源の活用

などの新たな魅力の開拓を行い、阿蘇山上への来訪の動機を増やしていくことを行い

ます。また、公的施設経営の一元的管理などによる環境維持の財源確保の道筋も明ら

かにしていく必要があります。阿蘇山上の観光ビジネスと環境維持の両立がテーマと

なります（主に課題２と連動）。 

 

それらの成果を踏まえて、熊本地震より 10年が経過する 2026年頃を目指して（第

３期）、新しい阿蘇山上の姿を具体化するタイミングを迎えます。それは、自然と人

類の営みの共生が実現し、世界各地からその様子を多くの人が見学に訪れる阿蘇の姿

です。そのために、①海外向けのマーケティング戦略の立案、②中心的な役割を果た

す推進母体の設立、③体験プログラム等を活用した観光商品の販売などに取り組みま

す。来訪者の満足度向上や、収益から環境保全を継続し、阿蘇の火口と私たちの営み

の持続的な発展をテーマとします（主に課題３と連動）。 

上記の３つのテーマの検討課題を、時間軸に沿って進めていくと右図のように整理

することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－３．阿蘇山上観光復興ビジョンの推進体制 
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テーマ１       

安全と観光事業の再建

（主に課題１と連動） 

テーマ２       

阿蘇山上の観光ビジネ

スと環境維持の両立  

（主に課題２と連動） 

テーマ３       

阿蘇火口と私たちの

営みの持続的な発展   

（主に課題３と連動） 

第１期（2020まで）

短期的検討課題 

第２期（2023まで）

中期的検討課題 

第３期（2026まで）

長期的検討課題 

自 

然 

人

類

の

営

み 

・安全な火口観光

の在り方と緊急

時の対応 

・既存観光事業

の迅速な復旧

と農業分野と

の連携の加速 

・自然環境の維持

のための人員や

資金の確保 

・火口を覗ける世界

一安全な環境の維

持と 次なる災害

への備えの拡充 

自然と人類

の共生を 

体感できる 

世界の阿蘇 

・体験メニュー

や未活用資源

の活用による

地域内観光ビ

ジネス連携の

加速 

・地域ぐるみの観光

ビジネスの構築

と、持続的に環境

を維持していくた

めの収益システム

の構築 

・災害への
備え 

 
・自然環境
の保全 

    
など 

・観光業、農
業などの
地 域の 産
業 

 
・世界とのつ
ながり 

など 

図：推進協議会の検討課題 
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２．推進協議会の規約案 

 

推進協議会は以下のような趣旨の下に設立するものとして、本復興ビジョンを推進し、具

体化していくための母体とします。 

 

（１）設立意図：阿蘇山上の観光を復興するにあたり、その稀有な自然環境と観光ビジネス

の共存を意図し、世界に対して自然と人類の営みの両立の素晴らしさを提示していくこ

とを目指します 

 

（２）会員：阿蘇山上の安全確保、観光ビジネス、施設運営に関わる民間事業者、行政関係

者、学識経験者からなるものとします。 

 

（３）設置期間：平成 29年 4月から 10年間 

 

（４）活動内容：阿蘇山上の関係者が力を合わせて取り組むべき課題を、短期・中期・長期

の達成目標ごとに検討を行い、段階的に新しい阿蘇山上の姿を構築していくための意思

決定を行います。 

 

（５）事務局：検討のための事務局を阿蘇市経済部観光課内に置き、円滑な課題検討を促し、

推進協議会の意思決定をサポートします。 

 

（６）その他： 

 

 

３．推進協議会の体制 

 

阿蘇山上観光復興ビジョンを推進していくために、３つの観点から検討を行う専門部会を

設け、それぞれに関連する分野の専門家や関係者の知見を踏まえながら分野ごとにリアリテ

ィの高い検討を進めます。 

 

専門部会での検討結果は、阿蘇山上観光復興推進協議会（仮称）で調整を行い、メンバー

が個々の立場で主体的に取り組みつつも、阿蘇山上の将来像を全員で共有しながら復興に向

けて進んでいくこととします。また、阿蘇地域全体への波及効果を引き出すために、南阿蘇

村などにも参加を呼び掛けていきます。 

 

 

 

 

３－３．阿蘇山上観光復興ビジョンの推進体制 
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図：推進協議会の検討体制 

阿蘇山上観光復興推進協議会  

専門部会（第１～３部会） 外部識者 

参加希望者 

協議会メンバー 

協議会メンバ
ーはそれぞれ
の事業内容に
関連する専門
部会に参加 

事務局  
 

（阿蘇市 

経済部 

   観光課内） 

招聘 

第１部会 
安全確保検討部
会 

第２部会 
山上観光の魅力
創出検討部会 

各分野検討の専門部会 

第３部会 
地域連携部会 

メインテーマ 
：世界一の安全の実
現とその PR、及
び新しいチャレン
ジと規制緩和 

メインテーマ 
：ビジネス環境のリ
ニューアルや経営
一元化の検討、及
び海外マーケティ
ング戦略 

メインテーマ 
：地産地消の推進や
体験メニューの開
発、及び並行する
他プロジェクトと
の調整 

意見を求
める外部
識者 等 

・観光庁、気象庁、京都大学、
熊本大学 他 

・旅行事業者、国内先進
事例団体、阿蘇に関す
る研究者 他 

・JA あそ、南阿蘇村、
国立公園満喫プロ
ジェクト 他 
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１．検討の展開イメージ 

 

課題１～３に整理できる阿蘇山上の検討課題は、その解決の担い手を考えるにあたっ

て、民間事業として行うものと、公共事業として行うものとに二分されるとしても、そ

の協力関係が大前提となるものばかりです。 

また、阿蘇山上の安全な環境整備という意味では、基盤整備という観点からは公共性

の高い事業であり、観光ニーズに高度に対応していく観点からは営利事業としての側面

が出てきます。 

こうした状況を踏まえ、今後の検討内容の性格を図化すると、下記のようなイメージ

が浮かび上がります。阿蘇山上復興推進協議会では、今後 10年間の活動を通じて、それ

ぞれの検討段階における取組内容の性格の違いを明らかにしながら、具体化を進めてい

きたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中期 長期 2020

▼ 

2017

▼ 

2027

▼ 

公共的な事業 

（安全の基盤整備） 

営利目的事業 

（高度なサービス提供） 

第１部会 
安全確保検討
部会 

短期 

第２部会 
山上観光の魅
力創出検討部
会 

第３部会 
地域連携部会 

課題１ 

課題２ 

課題３ 

３－４．推進協議会に期待される検討の内容と検討スケジュール案 
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課題 1．活火山と共存する安全な阿蘇山上へ（安全対策） 

事業名（仮） 事業主体（案）  

（短期） 

 

2回／年 

 

（中期） 

 

１回／年 

 

（長期） 

 

2回／年 

1 退避壕・避難トンネル検討 国・県・市 

２新規避難ルート確保 国・県・市 

３未活用資源（米塚園地等）活用 市・牧野組合 

４警戒情報伝達強化システム 国 

５団体客用避難所検討 市 

６避難誘導の役割分担 関係者 

７県警との初動対応連携検討 県警・関係者 

8 マスコミとの連携（情報発信） 市・報道機関 

９非常時対応基金設立の検討 市 

課題２．世界水準の観光地への引き上げ（より洗練され深化した阿蘇山上の将来像の実現） 

事業名（仮） 事業主体（案）  

（短期） 

 

2回／年 

 

（中期） 

 

２回／年 

 

（長期） 

 

１回／年 

1 火山博物館リニューアル 博物館・環境省・県 

２休憩所や眺望点の新設 国・県 

３馬車による新規遊覧ルート整備 市・事業者 

４旧道（マウントカー道路等）再開 国・市 

５観光案内所の設置 市・観光協会 

６プロガイドの養成 ガイド協会 

７外国語対応（人員配置・研修） 関係者 

8 山上駐車場システム検討 官民関係者 

９コンテンツ創出 事業者 

課題３．みんながなんども行きたくなる関係づくり（地元関係者のネットワーク強化） 

事業名（仮） 事業主体（案）  

（短期） 

 

2回／年 

 

（中期） 

 

２回／年 

 

（長期） 

 

2回／年 

1 ジオパーク展示の充実 博物館 

２山上観光施設のリニューアル 事業者・市 

３景観保全ボランティアセンター設置 市 

4 ミヤマキリシマ再生 有志団体 

５協議会設立（協力体制構築） 官民関係者 

６地元高校生との交流による地元客誘致活

動 

県教育委員会 
地元関係者 

７阿蘇産品の積極的なビジネス展開 地元事業者 

8 景観維持のためのルールづくり 市 

９阿蘇山上ホームページ開設 事業者 

１０草千里バス停の移設 産交 

 

課題 1．活火山と共存する安全な阿蘇山上へ（安全対策） 

事業名（仮） 事業主体（案）  

（短期） 

 

2回／

年 

 

（中期） 

 

１回／

年 

 

（長期） 

 

１回／

年 

1 退避壕・避難トンネル検討 国・県・市 

２新規避難ルート確保 国・県・市 

３未活用資源（米塚園地等）活用 市・牧野組合 

４警戒情報伝達強化システム 国 

５団体客用避難所検討 市 

６避難誘導の役割分担 関係者 

７県警との初動対応連携検討 県警・関係者 

8 マスコミとの連携（情報発信） 市・報道機関 

９非常時対応基金設立の検討 市 

課題２．世界水準の観光地への引き上げ（より洗練され深化した阿蘇山上の将来像の実現） 

1 火山博物館リニューアル 博物館・環境省・県  

（短期） 

 

2回／

年 

 

（中期） 

 

２回／

年 

 

（長期） 

 

１回／

年 

２休憩所や眺望点の新設 国・県 

３馬車による新規遊覧ルート整備 市・事業者 

４旧道（マウントカー道路等）再開 国・市 

５観光案内所の設置 市・観光協会 

６プロガイドの養成 ガイド協会 

７外国語対応（人員配置・研修） 関係者 

8 山上駐車場システム検討 官民関係者 

９コンテンツ創出 事業者 

課題３．みんながなんども行きたくなる関係づくり（地元関係者のネットワーク強化） 

1 ジオパーク展示の充実 博物館  

（短期） 

 

２回／

年 

 

（中期） 

 

２回／

年 

 

（長期） 

 

２回／

年 

２山上観光施設のリニューアル 事業者・市 

３景観保全ボランティアセンター設置 市 

4 ミヤマキリシマ再生 有志団体 

５協議会設立（協力体制構築） 官民関係者 

６地元高校生との交流による地元客誘致活動 県教育委員会 

地元関係者 

７阿蘇産品の積極的なビジネス展開 地元事業者 

8 景観維持のためのルールづくり 市 

９阿蘇山上ホームページ開設 事業者 

１０草千里バス停の移設 産交 

  

課題 1．活火山と共存する安全な阿蘇山上へ（安全対策） 

事業名（仮） 事業主体（案） 

1 退避壕・避難トンネル検討 国・県・市 

２新規避難ルート確保 国・県・市 

３未活用資源（米塚園地等）活用 市・牧野組合 

４警戒情報伝達強化システム 国 

５団体客用避難所検討 市 

６避難誘導の役割分担 関係者 

７県警との初動対応連携検討 県警・関係者 

8 マスコミとの連携（情報発信） 市・報道機関 

９非常時対応基金設立の検討 市 

課題２．世界水準の観光地への引き上げ（より洗練され深化した阿蘇山上の将来像の実現） 

1 火山博物館リニューアル 博物館・環境省・県 

２休憩所や眺望点の新設 国・県 

３馬車による新規遊覧ルート整備 市・事業者 

４旧道（マウントカー道路等）再開 国・市 

５観光案内所の設置 市・観光協会 

６プロガイドの養成 ガイド協会 

７外国語対応（人員配置・研修） 関係者 

8 山上駐車場システム検討 官民関係者 

９コンテンツ創出 事業者 

課題３．みんながなんども行きたくなる関係づくり（地元関係者のネットワーク強化） 

1 ジオパーク展示の充実 博物館 

２山上観光施設のリニューアル 事業者・市 

３景観保全ボランティアセンター設置 市 

4 ミヤマキリシマ再生 有志団体 

５協議会設立（協力体制構築） 官民関係者 

６地元高校生との交流による地元客誘致活動 県教育委員会 

地元関係者 

７阿蘇産品の積極的なビジネス展開 地元事業者 

8 景観維持のためのルールづくり 市 

９阿蘇山上ホームページ開設 事業者 

１０草千里バス停の移設 産交 

  

事業名（仮） 事業主体（案） 

1 退避壕・避難トンネル検討 国・県・市 

２新規避難ルート確保 国・県・市 

３未活用資源（米塚園地等）活用 市・牧野組合 

４警戒情報伝達強化システム 国 

５団体客用避難所検討 市 

６避難誘導の役割分担 関係者 

７県警との初動対応連携検討 県警・関係者 

8 マスコミとの連携（情報発信） 市・報道機関 

９非常時対応基金設立の検討 市 

表：検討会の開催回数 
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